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16：30～16：40 アンケート記入・結果発表

16：45 解散

5. 企画・運営・指導

彦根東高校ＳＳ部員（数学班・物理班・化学班・生物班・地学班）

6. 受講生事後アンケートより

・様々なテーマの実験はとても面白かったです。楽し過ぎて時間があっという間に過ぎていまし

た。テストは筆記も実技も考えさせられましたが，自分なりに作っていく実技が面白かった。

・最初にしたテストはすごく緊張したけれど，後半は楽しかった。

・この科学講座に来て良かった。活かせるものは，日常生活に活かしたい。

・コイルを使って，音楽を聞いたり，薬品を混ぜ合わせて色のある炎を出したり，驚くことがた

くさんあった。ストローでタワーを作るのが，上手くいかなかったのが残念。

7. 検証

事後アンケートで受講生が向上したと感じる項目について質問したところ，「実験や観察をも

っとやりたい気持ち(100％)」「自然や科学についてさらに知りたい気持ち(100％)」「まわりの

人と協力する態度(95％)」の項目で特に向上したと回答があった。

③ コアＳＳＨ 第２回 プレ・科学コンテスト

1. 実施日：平成２６年１１月１日(土)

中学生対象 第４回コアＳＳＨ科学講座（再掲）と同時開催

2. 研究方法

ＳＳ部の生徒たちが自分達で科学コンテストを開催するために，問題リサーチと練習を兼ねて，

再度，プレ・科学コンテストおよび科学講座（前述）を企画した。前回の経験から，同じ作業に

加え「問題の難易度」や「問題解決のために必要な時間」についても，吟味した。

3. 参加者：中学生希望者２４名

4. 実施内容

8：15～８：30 受付

8：30～10：00 プレ・科学コンテスト

ペーパーテスト形式(20分)・問題解決形式(50分)

10：00～10：40 実験講座１（生物分野／40分）
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10：40～10：50 （休憩・移動）

10：50～11：30 実験講座2（地学分野／40分）

11：30～11：40 アンケート記入・結果発表

11：45 解散

5. 企画・運営・指導

彦根東高校ＳＳ部員（数学班・物理班・化学班・生物班・地学班）

6. 受講生事後アンケートより

・前も参加したけれど，とても面白かった。

・もっと難しいものかなと思っていましたが，予想以上に面白くてとても楽しめました。また次

回参加したい。

・実験や観察はあまり好きではなかったけれど，今日いろいろな事をさせてもらって好きになり

ました。

・高校生の先輩が親切で分かりやすい説明をしてくれた。

7. 検証

事後アンケートで受講生が向上したと感じる項目について質問したところ，「自然や科学に

ついてさらに知りたい気持ち(96％)」「実験や観察をもっとやりたい気持ち(96％)」「考える

力(96％)」「発見する力（気づく力）(96％)」の項目で特に向上したと回答があった。

④ コアＳＳＨ 高校生が主体となって実施する科学コンテスト

1. 実施日：平成２６年１２月２０日(土)

中学生対象 第５回コアＳＳＨ科学講座（再掲）と同時開催

2. 研究方法

これまでの経験を生かし，ＳＳ部の生徒たちが，自分達で企画から当日の運営までを計画し，

科学コンテスト，および 科学講座を実施した。筆記試験は40分，実技試験は60分でこれまで

で最長となった。また，実技テストは，はじめて３人１チームで臨む団体戦を採用した。チーム

は，くじで無作為に編成した。男女混成であり，他の中学校の生徒と初めて組むことを考慮し，

いくつかのウォームアップ問題を採用する工夫をした。

3. 参加者：中学生希望者２０名
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4. 実施内容

8：15～ 8：30 受付

8：30～ 8：45 開会のことば・諸注意

8：45～11：00 科学コンテスト

ペーパーテスト形式(30分) 問題解決形式(100分)

11：00～11：10 （休憩・移動）

11：10～11：50 科学実験講座

11：50～12：10 結果発表・アンケート記入・閉会のことば

5. 企画・運営・指導

彦根東高校ＳＳ部員（数学班・物理班・化学班・生物班・地学班）

6. 受講生事後アンケートより

・グループの人と協力することの大切さを知りました。

・実技テストでは，たくさんの方法を考えたり，やってみたりして，とても楽しかった。

カイロ作りでは，いろいろな知識が増えました。本当に良い経験ができました。

・一番最初にしたテストが難しかった。理科の勉強をもっとして，分かるようにしていき

たいと思った。

・実技テストがとても面白かった。自分たちで考えて実験するのは，普段しないのでとて

も良かった。

・科学コンテストでは，初めて知り合った仲間たちと協力しあうことが出来て良かった。

理科があまり好きではなかったけど，この体験を通して，少し好きになりました。

・考える力が付く良い実験でした。

・チームで実験することが面白かった。化学をもっと勉強したい。説明がすごく分かりや

すかった。

・自分で考え，友達のアイデアも聞きながら進めていくことで，発見もあり問題を解決す

る力もついたと思います。

・最初は他の人とグループを作らなければならず，とても緊張したが，途中から慣れてよ

かった。
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7. 検証

事後アンケートで受講生が向上したと感じる項目について質問したところ，「実験や観察をもっ

とやりたい気持ち(100％)」「自然や科学についてさらに知りたい気持ち(100％)」「ねばり強く取

り組む姿勢(100％)」の項目で特に向上あったと回答があった。

第４章 事業の評価と課題

１ 地域の科学力向上事業

昨年度に続き小中学校に連携をお願いし，事業を行うまでに各学校の現状とニーズを知ることができたので，

受講生の満足度できる事業を展開することができた。一方で，連携校以外の小中学校との関わりが薄くなり，

狭い範囲での事業になりがちになる点が課題として挙げられる。

これまでのＳＳＨ事業で開発した実験実習は，小中学校でも高い評価を得ることができた。高校にある機材

を提供しての実験実習は，小中学生にとっては貴重な体験となった。

学校間で放課や下校の時間が違うために，時間のすりあわせが非常に難しかった。そのため，事業の回数を

増やすことがむずかしかったが，事業を本校で行うことで本校生徒を事業に参加させることができた。

２ 未来の科学者養成事業

昨年より多くの小中学生対象の科学講座を行うことができた。本校の学校説明会や青少年のための科学の祭

典とタイアップすることで，多くの参加者を集めることができた。さらに今年は，他の事業とクロスオーバー

させることで，より全県的な事業として開催することができた。

また，本校のＳＳ部の生徒が講師やＴＡとして参加することができた。生徒は科学講座の準備に加え，「生

徒役と講師役に分かれての模擬授業」を何度も行った。そのため，参加者だけではなく，本校生徒の科学に対

しての興味・関心が高まった。

３ 科学部等活性化事業

今年度は連携校が遠方のため，連携（日程調整・時間調整）がむずかしく，単発的な事業しか開くことがで

きなかった。

「高等学校科学部対象の研修会」と「コアＳＳＨサイエンスフェスティバル」は３年連続して開くことがで

きた。「高等学校科学部対象の研修会」では，今年も琵琶湖の研究法にテーマを絞って実施した。参加者から

は来年度の全国総文祭の滋賀県開催に向けて，科学部生徒の琵琶湖についての知識を増やすよい機会を持てた

と評価を受けた。
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４ ３事業クロスオーバー企画

(1) 高校生が主体となっておこなうブレインストーミング

生徒達がブレインストーミングを行うためには，「ブレインストーミングという技法を知る」ことか

ら始まった。方法を知ったあとは，実践に移すための知識を深めるため，「小学生の夏休みの自由研

究テーマのリサーチ」「自分達のお勧め研究テーマの調査」などを行い，さらに，「司会のすすめか

たや板書の仕方，まとめ方」を学ぶために「生徒役と司会役に分かれての模擬実践」を行った。これ

らの作業は，同日に行う科学講座の準備と並行しての作業のため，多くの時間と労力が必要であった

ので，生徒達は協力し合いチーム力で乗り切った。

(2) プレ･科学コンテスト（2回），高校生が主体となっておこなう科学コンテスト

生徒達が企画した科学コンテストは，筆記試験と実技試験の２部構成であった。試験作成のために，

筆記試験では「問題の作成と精査」「できあがった試験問題の評価基準の作成」を，実技試験では「テ

スト問題になりそうな事例のリサーチ」「試験のための予備実験」「使用する器具の準備」「ルール

と評価基準の作成」などの作業が必要であった。さらに回数を重ね，問題の難易度，制限時間の吟味

もするようになり，目標に応じたよい内容のコンテストとなっていった。ただし，これらの作業も，

同日に行う科学講座の準備と並行しての作業のため，生徒達にとっては時間との戦いであったが，限

られた時間の中で各自が自分の責務を果たした。

(3) 事業の企画・運営

全ての新規事業の運営は，生徒達によって行われた。具体的には，前日の「会場設営」からはじまり，

当日は「受付」「誘導」「案内」「司会」「集配」「監督」「採点」「後片付け」など多くの役割分

担があった。各担当は，当日のイメージを持ちながら準備にあたったが，やはり，回数を重ねる度に，

自信をもって行動するようになった。

(4) 事業後の生徒の変化

事業後のアンケートや感想文を通して，生徒の科学に対しての心情変化や考え方の変化をいくつか見

ることができた。（巻末資料参照）

アンケート結果１

強くなった

回答の割合(％)

1 自然や科学について，興味を持って調べようとする姿勢 87

2 グループで協力して取り組む姿勢 87

3 グループで議論して意見をまとめる力 61

4 問題解決に向けて，粘り強く取り組む姿勢 83

5 論理的に物事を考える力 78

6 何かを創り出そうとする姿勢 74

7 人前で発表しようとする姿勢 43

8 相手にわかりやすく伝える力・教える力 83

9 今後，このようなイベントがあれば企画・参加してみたい気持ち 91

10 自分の志望する進路に向かって努力しようとする姿勢 78

新規事業の準備では，生徒自らが考えて行動することが必要とされた。初めは何をしたらよいかわからず，

進め方を模索する時間が長かったが，何度か経験を積むに従って，企画にはどのような作業が必要なのかを

理解し，スムーズに行動に移すことができるようになっていった。アンケートからも，準備作業に必要な能

力が伸びたと感じている生徒が多いことがわかる。
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アンケート結果２

「上の質問項目以外で，自分に変化のあったことを挙げてください。」という質問に対し，いくつか回答

例を示す。

・アシスタントとして参加したが，自分も小中学生と同じように興味をもって学ぶことができた。

・身のまわりのことに関する興味が強くなった。

・小さいところまで探求する姿勢がもてるようになった。

・自然科学のことをもっと自分で調べて，もっと知りたいと思うようになった。

・自分たちで考え，人に教えるという貴重な体験ができて良かった。

小中学生に科学を学ばせることを通して「自分自身の興味関心が増した」，「より積極的に学ぶ姿勢や態

度が身についた」などの能動的な変化がみられた。このことから，高校生が小中学生に科学を学ばせること

は，自らが科学を学ぶ意欲も強くさせる効果があることがわかる。

また，感想文には次のような内容が書かれていた。

・人にわかりやすく物事を伝えることができるようになった。

・人に何かを教えるということは本当に難しく，しっかり理解して説明しないと誤解が生じてしまう。きち

んと人に伝えることを大切にしたい。

・今後もイベントに参加して「教える」「創造する」「考える」といった能力の向上を目指したい。

・この事業を通して，科学に対する興味だけでなく，人に教えることへの面白みにも気づけた。また，教え

ることで，自分の持っている知識が本当に自分のものになっているのかを確かめるきっかけともなった。

これらの回答から，生徒自身が他者へ教えるということが「想像以上に難しく」そのためには，「正しい

知識と真の理解が必要である」ことに気づいていることがわかる。アンケート結果１では，「人前で発表し

ようとする姿勢」が強くなったという回答の生徒が少なかった（43％）が，それは，教えることの難しさを

実感した結果であると思われる。教えることの難しさを実感した生徒の多くが，さらに科学を学びたいとい

う意欲が強まったという回答を答えている。（92％）事業を通して，教えるというような能動的な姿勢が，

教えてもらうという受動的な姿勢よりも，何かを学ぶ上でよりよい効果をもたらすことがわかった。

授業にアクティブな要素を盛り込む手法（アクティブラーニング）は，ハーバード大学，スタンフォード

大学，マサチューセッツ工科大学などで実証されている学力向上の手法である。下図はラーニングピラミッ

ドと呼ばれるもので，学習内容を半年後にどれだけ記憶しているかを学習形態で比較してある。これによる

と，読書が10％，視聴覚が20％，デモストレーションが30％，グループ討論が50％なのに対し，自らが体

験すると 75％，他者に教えると 90％となっており，受動的活動ほど内容が身についていないことを示して

いる。

コアＳＳＨ事業で高校生が科学コンテストなどのイベントを企画・運営することは，自らの能動的な活動

と学びを促進させることに有効であることが検証できた。本校のコアＳＳＨ事業は，今年度で指定の最終年

度を迎える。今後は，ＳＳＨ事業の中で可能な限り，地域の科学力の向上や科学部活動の活性化に役立つよ

うな研修会や企画を実施し続けるとともに，能動的な学びにつながるような事業内容にすることに留意した

い。 ラーニングピラミッド（平均学習定着率）

引用文献

Career Guidance No.45 別冊付録

「深い学び」につながる「アクティブラーニング」とは 友野伸一郎
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第５章 関係資料

1 平成２６年度滋賀県立彦根東校等学校 滋賀の子供の科学力向上委員会 報告

○大学・研究機関等の学識経験者

神山 保 滋賀大学教育学部 教授 松岡 純 滋賀県立大学工学部 教授
宇澤 達 名古屋大学大学院多元数理学研究科 教授 本田 充 彦根市教育研究所 所長

○滋賀県教育委員会事務局関係者等

岩谷 斉 滋賀県教育委員会事務局学校教育課 参事 森 幸一 滋賀県教育委員会事務局学校教育課 主査
岸村 米和 滋賀県教育委員会事務局学校教育課 指導主事 鴫原 良裕 滋賀県教育委員会事務局学校教育課 指導主事
山尾 健一 滋賀県総合教育センター 研修指導主事 一伊達 統 滋賀県総合教育センター 研修指導主事

○連携市町教育委員会・連携小中学校代表
三原 宏之 彦根市立西中学校 校長 友本 志津雄 彦根市立南中学校 校長
大澤 厚美 彦根市立城西小学校 校長 小林 典子 彦根市立城北小学校 校長

西川 伸一 近江八幡市立馬淵小学校 校長
○彦根東高等学校関係者

青木 靖夫 校長 西野 時男 副校長

山下 剛 教頭 横田 実 事務長
濱川 徳行 ＳＳＨ推進室 上阪 宏 ＳＳＨ推進室
村西 博 ＳＳＨ推進室 藤村 祐子 ＳＳＨ推進室

【第１回滋賀の子どもの科学力向上委員会】

日時：平成２６年６月２６日（木） １５：３０～１７：００

場所：滋賀県立彦根東高等学校 第２別館会議室

内容：平成２６年度事業計画（コアＳＳＨ）について

事業に関する指導助言

松岡教授

・新規事業では教員志望の高校生を参加させてはどうか。

・コアＳＳＨ事業が，将来的に広い地域の事業になることを期待したい。

・大学生によくさせていることだが，専門的な言葉をつかわずに説明をすることは，とても難しい。

小中学生に教えることの難しさをしっておくべき。

宇澤教授

・新規事業に，小中学生が気楽に参加できる雰囲気をつくるとよい。

・コアＳＳＨ事業が，地域限定の事業にならないようにすること。

本田所長

・事業の中で高校生が何をするのか明確にし，高校生の力を伸ばしていくことが重要。

高校生にどう考えさせ，それを先生がどう指導するのか。

・昨年度は高校生が科学実験のＴＡをつとたが，高校生が実験を考えてみるのはどうか

三原校長

・課題研究の発表を中学生がみることはできないか。（学校説明会など）

大澤校長

・彦根東高校とはじめて連携を組むことになった。楽しみにしているし，期待している。

友本校長

・コアＳＳＨ事業も３年目になった。これまでの事業を体験した生徒が，彦根東高校の生徒にいるのでは

ないか。彼らを参加させてはどうか。

一伊達指導主事

・コンテストの内容をばらばらの内容にすると敷居が高くなる。同じようなテーマで，入門編からステッ

プアップする内容にできないか。

【第２回滋賀の子どもの科学力向上委員会】

日時： 平成２７年３月１７日（火） １５：００～１６：３０

場所： 滋賀県立彦根東高等学校 第２別館会議室

内容： 平成２６年度コアＳＳＨ事業報告
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２ 受講生事後アンケート ３ 高校生事後アンケート

４ 第１回コアＳＳＨプレ科学コンテスト 筆記問題

５ 第 1 回コアＳＳＨプレ科学コンテスト 実技問題
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６ 第２回コアＳＳＨプレ科学コンテスト 筆記問題

７ 第２回コアＳＳＨプレ科学コンテスト 実技問題

８ 高校生が主体となって実施する科学コンテスト 筆記問題
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９ 高校生が主体となって実施する科学コンテスト 実技問題
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